
◆◆メールマガジン「事業用自動車安全通信」第７３号(Ｈ22．11．12)◆◆ 

 

＝はじめに＝ 

このメールマガジンは、国土交通省において収集した事業用自動車に関する

事故情報等のうち重大なものについて、皆様に情報提供することにより、その

内容を他山の石として各運送事業者における事故防止の取り組みに活用してい

ただくことを目的として配信しています。 
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【１．重大事故情報＝９件】（１１月５日～１１月９日分） 

（１） 乗合バスが街路樹に衝突した事故 

 １１月５日午後０時頃、東京都において、乗合バスが運行中、反対車線のガ

ードレールを壊して街路樹に衝突した。 

この事故により、当該バスの乗客１名が左足骨折の重傷、８名が軽傷を負っ

た。また、当該バスの運転者（６６才）が重傷を負った。 

当該事故は、当該バスの運転者が、意識を失ったことにより発生した模様（当

該運転者に既往症はない模様）。 

 

（２）乗合バスの運転者が酒気帯び運転の疑い 

１１月９日、静岡県において、運行管理者補助者が、乗合バスの運転者の乗

務前点呼時にアルコール検知器（呼気中のアルコール濃度が０．１５mg/Ｌで反

応するもの）で反応があったにもかかわらず、当該運転者に約８時間乗務させ

ていたことが判明した。 

当該補助者から報告を受けた当該事業者の取締役は当該運転者の運転を中止

させた。 

この乗務による、事故等はなし。 

当該運行管理者補助者は、当該運転者に対しアルコール検知器を用いて３回

の確認を実施したところ、いずれも反応したにもかかわらず、当該運転者が乗



務する時刻が迫っていたため運転させた模様。 

 

（３）貸切バスの車両火災事故１ 

 １１月７日午前８時４５分頃、滋賀県の高速道路において、貸切バスが乗客

４３名を乗せて運行中、当該バスの運転者が爆発音と右後輪付近からの煙を確

認したため、路肩に停車し、乗客を降車させたところ、バーストした右後輪か

ら出火し、当該バスは全焼した。 

この事故による負傷者はなし。 

なお、当該バスの乗客は別の車両に乗り換えて目的地に向かった。 

 

（４）貸切バスの車両火災事故２ 

 １１月８日午後４時２０分頃、愛知県の高速道路において、貸切バスが乗客

１６名を乗せ運行中、当該バスのエンジンチェックランプが点灯したため、当

該バスの運転者は、インターチェンジを出たところで当該バスを停車し、当該

バス後部のエンジン部を確認していたところ火災が発生した。当該火災は、当

該運転者が当該バスに備えられていた消火器で消火した。 

この事故による負傷者はなし。 

なお、当該バスの乗客は、タクシー４台にて目的地に向かった。 

 

（５）タクシー運転者の健康起因事故１ 

 １１月８日午前５時５０分頃、大阪府の駅のタクシープールにおいて、長時

間（７日午後１１時３０分頃から）停車していたタクシーの運転席で当該タク

シーの運転者（６３才）が死亡しているのを、不審に思った個人タクシーの運

転者が発見した。 

検死の結果、心筋梗塞による死亡であることが判明した。 

なお、事業者によると、点呼時、当該運転者に異常は認められなかったが、

健康診断で不整脈と診断されていたため、当該運転者に対して疲れたら帰庫す

るよう指示していた模様。 

 

（６）タクシーが路面電車と接触した事故 

 １１月８日午後３時１５分頃、長崎県の片側２車線の信号機のない交差点に

おいて、空車のタクシーが右折時に路面電車と接触した。 

この事故による負傷者はなし。 

当該タクシーの運転者は、当該交差点で右折する際、約１００メートル前方

に対向してくる路面電車を確認したが、対向車線については、当該タクシーか

らみて手前の赤信号による信号待ちの車列の間を通過可能と判断し、当該交差

点において右折を始めたところ、対向車線の第１通行帯の車両が動き出しこと

により、当該タクシーは右折途中にその後部が当該交差点の軌道上に残った状

態で停車したため接触した模様。 

 



（７）タクシーが暴走し、軽乗用車等と衝突した事故 

 １１月８日午後３時５０分頃、山梨県において、タクシーが空車にて走行中、

センターラインをはみ出したため、対向車線を走行中の軽乗用車と衝突した。

この影響で当該軽乗用車の後方を走行していた乗用車が当該軽乗用車に追突し

た。さらにタクシーは１００ｍ近く走行を続け、当該タクシーの前方を走行し

ていた乗用車に追突して停止した。 

この事故により、当該軽乗用車の運転者と最後に追突された乗用車の運転者

の２人が重傷、当該タクシーの運転者と軽乗用車の助手席に乗っていた女性の

２名が軽傷を負った。 

なお、当該タクシーの運転者は、「青信号になり発車しようとしたところ、エ

ンジン音が異常に大きくなり急発進し、ブレーキを踏んでもエンジン停止ボタ

ンを押しても暴走を続けた」と主張している模様。 

 

（８）タクシー運転者の健康起因事故２ 

 １１月９日午前１時頃、群馬県において、タクシーが空車にて走行中、左カ

ーブを曲がりきれずに反対車線の停車車両と建物に衝突した。 

この事故により、当該タクシーの運転者（６４才、男性）は病院に搬送され

たが午前２時に死亡した。 

当該運転者の死体検案書によると、直接の死因は「急性心不全（解離性大動

脈瘤破裂）」であった。 

なお、健康診断の心電図検査では経過観察となっていた。 

 

（９）タンクローリーが湖に転落した事故 

 １１月６日午後２時５０分頃、山梨県において、タンクローリー（トレーラ）

が走行中、急な右カーブを曲がり切れずにガードパイプを突き破り、約１０メ

ートル下の湖に転落した。 

この事故により、当該タンクローリーの運転者が軽傷を負った。 

タンクローリーの積荷（ガソリン８キロリットル、軽油８キロリットル及び

灯油４キロリットルの計２０キロリットル）の一部が湖に流出した。 
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【メールマガジン「事業用自動車安全通信」】 

発行 国土交通省自動車交通局安全政策課 

＊このメルマガについてのご意見は、＜ jiko-antai@mlit.go.jp ＞までお寄

せください。 

よくある質問（配信登録の解除方法等） 

（ http://www.mlit.go.jp/jidosha/anzen/anzenplan2009/faq.html ） 

 

【参考】 

＊自動車交通局ホームページ 



（ http://www.mlit.go.jp/jidosha/index.html ） 

＊自動車の不具合情報はこちら 

最近、自動車に乗っていたら異常発生、なんてことありませんでしたか。

そんな時は、車検証を用意して、国土交通省「自動車不具合情報ホットラ

イン」に連絡です。皆様の声は、車種ごとに、ホームページ上で公開され、

メーカーがきちんとリコールをしたり、メーカーのリコール隠しを防ぐた

めに活用されます。 

・ホームページ受付 （ www.mlit.go.jp/RJ/ ） 

・フリーダイヤル受付 ０１２０－７４４－９６０ 

（平日9:30～12:00 13:00～17:30） 

・自動音声受付    ０３－３５８０－４４３４（年中無休・24時間） 
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